
区画
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56

長さ
28
30
61
32
59
60
14
13
10
17
31
25
36.5

幅
12（最大）
2.5

5.5～2.5
2.0

9.0～3.0
7.5～2.0
3.0～2.5
5.5（最大）
2.5
4.0
3.5
2.5

5.5～3.0

比較段
44－35
45－44
46－44
47－46
48－46
49－48
50－46
51－50
52－51
53－46
54－53
55－54
56－55

高低差
0.84
0.31
0.79
1.31
3.0
1.58
1.55
1.11
2.08
2.41
1.18
1.87
1.52

一
方
で
、
全
く
逆
の
方
向
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
北
側
に
延
び
る
痩
せ
馬
地
形
の

尾
根
筋
か
ら
で
す
。（
通
常
は
、
戦
況
が
不

利
に
な
っ
た
時
の
逃
げ
道
に
使
用
さ
れ
ま

す
が
）。

　
敵
方
が
、
裏
側
か
ら
攻
め
て
来
た
時
、

現
在
、
調
査
し
て
い
る
区
域
が
戦
い
の
場

に
な
り
ま
す
。
確
か
に
、
周
縁
部
は
、
高

さ
10
ｍ
近
い
絶
壁
で
、
上
か
ら
の
守
り
は
、

完
全
で
す
が
、
尾
根
筋
か
ら
の
侵
攻
に
対

し
て
は
、
全
く
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の

様
な
意
味
か
ら
、
調
査
区
に
、
細
か
な
手

が
入
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
同
時
に
、

集
落
側
か
ら
の
攻
撃
の
場
合
で
も
、
こ
の

個
所
か
ら
敵
方
が
逃
亡
す
る
の
を
阻
止
す

る
事
に
な
り
ま
す
。

ト
の
形
状
を
し
て
い
ま
す
。
北
東
縁
は
絶

壁
で
、
地
形
の
一
大
変
化
点
に
あ
た
り
ま
す
。

崖
面
に
は
、
凝
灰
岩
が
露
呈
し
て
、
高
さ

10
ｍ
近
く
あ
り
ま
す
。
石
切
り
場
跡
と
の

関
連
が
伺
わ
れ
ま
す
が
、
江
栗
城
跡
の
周

縁
部
は
、
大
方
、
こ
の
様
な
地
形
に
あ
り
、

判
断
に
迷
い
ま
す
。
先
に
調
査
し
た
志
口

永
城
跡
も
同
じ
地
形
で
、
両
城
跡
は
、
元
々
、

こ
の
様
な
要
害
の
地
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

南
西
側

　
35
か
ら
５
段
の
段
状
削
平
地
（
44
・
46
・

50
〜
52
）
が
連
な
り
ま
す
。
50
〜
52
は
、

各
段
の
高
低
差
が
２
・
08
〜
１
・
１
ｍ
、

小
段
に
近
い
造
成
地
で
す
。
地
形
的
に
は
、

派
生
尾
根
の
下
位
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。

南
側

　
４
段
の
弧
状
削
平
地
（
53
〜
56
）
が
、

南
側
斜
面
を
包
み
込
ん
で
い
ま
す
。
南
縁
は
、

こ
れ
又
、
絶
壁
に
な
り
ま
す
。

細
心
の
注
意
を
払
っ
た
縄
張
り

　
先
月
号
で
、
取
り
上
げ
ま
し
た
派
生
尾

根
は
、
鉄
塔
か
ら
長
さ
90
ｍ
近
く
延
び
て

い
ま
す
。
敵
方
の
侵
攻
方
向
は
、
主
に
南

西
側
の
集
落
側
か
ら
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

月
は
、
引
き
続
き
堀
切
の
西
斜

面
を
調
査
し
ま
し
た
。
迫
地
の

北
側
（
派
生
尾
根
）
部
分
で
す
。
蚊
が
飛

び
始
め
る
の
も
、
も
う
直
ぐ
で
す
。
蚊
取

線
香
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。

派
生
尾
根
の
実
態

北
西
側

　
尾
根
筋
の
最
上
段
35
か
ら
、
６
段
の
帯

状
削
平
地
（
44
〜
49
）
が
連
な
り
ま
す
。

44
は
40
と
対
の
造
成
地
で
、
間
に
35
を
挟

み
ま
す
。
南
西
側
の
長
さ
５
・
５
ｍ
分
が
１
・

０
ｍ
の
段
落
ち
で
、
縁
は
、
40
と
同
一
ラ

イ
ン
に
な
り
ま
す
。

　
45
と
47
は
、
細
帯
状
削
平
地
で
犬
走
り

の
様
で
す
。
上
段
44
・
46
の
縁
部
が
、
０
・

31
〜
１
・
31
ｍ
、
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
46
は
、
南
西
端
が
Ｌ
字
形
に
弯
曲
し
て
、

44
の
端
部
を
包
み
込
み
ま
す
。
６
段
の
中

で
は
、
唯
一
、
形
が
整
い
上
面
も
平
ら
で
す
。

上
段
44
と
の
高
低
差
は
、
０
・
79
ｍ
。

　
48
は
、
南
西
側
で
２
段
の
段
落
ち
に
な

り
ま
す
。
北
東
側
は
、
46
と
の
間
が
削
り

出
さ
れ
て
、
大
き
な
崖
面
を
形
成
し
ま
す
。

高
低
差
は
、
３
・
０
ｍ
に
達
し
、
全
面
、

削
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
49
は
、
44
と
同
様
に
、
南
西
側
の
長
さ

17
ｍ
分
０
・
45
ｍ
の
段
落
ち
で
、
ラ
ケ
ッ

3

31

江栗城跡Ⅲ郭（堀切西下）
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ょ
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各区画計測表（単位：ｍ）

大 

田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

①２Ｌのペットボトル
②エプロン
③手ふきタオル

10人クリーンパーク
職　員

米のとぎ汁
ＥＭ発酵液

１９日（木）
午後１時30分
　　～３時

準備するもの募集期間募集
人員講師名講座名とき

2日（月）午前９時～
12日（木）午後４時

希望者多数の場合の抽選日
17日（火）午前１１時

電話受付

①いらない着物をほどいたもの                             
（または着物１着分の布）　　　                                
②布と同じ色のミシン糸
③裁縫道具　④筆記用具
⑤弁当　⑥材料費500円

10人土山千代子　氏
着物リフォーム              
「ブラウス」

２４日（火）
午前９時30分
～午後３時

2日（月）午前９時～
１2日（木）午後４時

希望者多数の場合の抽選日
17日（火）午前10時

電話受付

申し込み先：クリーンパークファイブ　☎0968・78・4433
住　　　所：玉名郡長洲町名石浜42-1

５月リサイクル体験受講者募集

※受付方法　電話にて受付を行い、受講希望者多数の場合は抽選となります。
その場合は、電話にてご連絡いたします。(必ず受付時、連絡の取れる電話番号をお願いします)
電話がない場合は、受講決定ですのでリサイクル体験講座開講日においでください。
尚、土曜日・祝日は終日休みとなっており、日曜日は午前１０時～午後４時まで電話受付を行っていますので、お気軽
にお申し込みください。　　　　　　　　　      

春
の
野
に
腰
う
ち
下
ろ
し
長
話
　
　
　
　
　
　
　
淑

真
っ
黒
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
群
れ
て
を
り
　
誠
　
一

吐
く
息
に
手
鏡
く
も
る
も
ど
り
寒
　
　
　
　
　
良
　
一

菊
水
俳
句
会

山
吹
の
揺
れ
て
福
祉
の
車
見
ゆ
　
　
　
　
中
山
ミ
サ
ト

川
に
沿
ふ
桜
並
木
の
長
き
蓙
　
　
　
　
　
宮
中
ミ
ス
エ

掬
ふ
て
も
指
よ
り
こ
ぼ
れ
水
温
む
　
　
　
宮
中
　
康
雄

飛
機
雲
の
長
き
尻
尾
や
豆
の
花
　
　
　
　
坂
口
　
公
子

げ
ん
げ
ん
や
集
団
登
校
は
し
ゃ
ぐ
声
　
　
永
田
　
紘
彦

可
愛
い
に
な
ぜ
に
こ
の
名
よ
犬
ふ
ぐ
り
　
池
田
　
松
子

肥
後
狂
句
会

ほ
ん
な
こ
て
内
部
告
発
し
て
や
ろ
か
　
　
髙
木
せ
い
や

ほ
ん
な
こ
て
あ
な
た
が
禁
煙
誓
っ
て
な
　
庄
山
　
道
草

と
う
に
栄
え
た
店
も
影
も
な
し
　
　
　
　
池
田
　
　
茜

あ
ご
ば
か
り
権
利
云
う
な
ら
義
務
果
せ
　
二
漱
　
桔
梗

が
ま
だ
し
も
ん
孫
の
面
倒
み
ち
ゃ
お
れ
ん
　
福
永
す
み
れ

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
送
っ
た
後
は
寝
と
ら
す
と
　
瀬
上
　
歌
子

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
さ
あ
こ
れ
か
ら
が
好
い
た
ご
つ
　
後
藤
　
撫
子

桃
の
花
め
び
な
と
お
び
な
に
っ
こ
り
と
　
大
山
こ
す
も
す

桃
の
花
あ
た
り
一
面
ひ
な
ま
つ
り
　
　
　
井
上
り
ん
ど
う

あ
ぶ
な
か
ァ
近
頃
増
た
物
忘
れ
　
　
　
　
石
原
か
わ
せ
み

短
歌

葉
の
色
も
退
り
て
朽
ち
て
し
ん
し
ん
と
　
　
　
　
　

　
裸
木
の
間
寒
天
の
青
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
慶
子

陽
光
に
今
日
も
微
え
む
シ
ク
ラ
メ
ン
　
　
　
　
　
　
　

　
明
日
の
寒
冷
知
る
由
も
な
く
　
　
　
　
山
口
イ
ヨ
子

霜
の
朝
草
に
う
ご
め
く
ス
ズ
メ
た
ち
　
　
　
　
　
　

　
春
の
陽
光
暫
し
の
我
慢
　
　
　
　
　
　
赤
星
　
文
惠

八
十
路
へ
向
う
あ
じ
さ
い
会
の
誕
生
会
　
　
　
　
　

　
駄
走
味
よ
し
い
で
湯
も
満
天
　
　
　
　
荒
木
　
智
子

姉
危
篤
報
に
一
時
は
あ
わ
て
し
も
　
　
　
　
　
　
　

　
お
加
護
の
あ
り
て
今
日
の
退
院
　
　
　
前
田
サ
チ
ヨ

世
も
吾
も
揺
れ
ゆ
れ
の
日
々
胸
は
っ
て

　
高
齢
を
宝
に
生
き
な
む
卒
寿
　
　
　
　
坂
口
志
げ
子

か
な
し
き
原
俳
句
会

雨
あ
が
り
桜
吹
雪
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
し
ん
子

道
草
の
学
童
覗
く
蛙
の
子
　
　
　
　
　
　
　
　
淑
　
乃

ふ
る
雨
に
寄
り
添
ひ
咲
き
ぬ
黄
水
仙
　
　
　
　
き
よ
み

大
方
は
正
座
の
で
き
ぬ
花
筵
　
　
　
　
　
　
　
康
　
子

歩
か
う
会
出
発
点
は
花
の
寺
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

ご
ざ

す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

し
っ
ぽ

 

か
わ
い

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た

　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
ふ
え

  

　
　
と
　
し
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